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要 旨
本報告では,森 林のレクリエーション利用が盛んに行われている芦生演習林 を対象に取 り上げ,
利用の実態 を把握 し,利 用者の動向を明らかにし,さ らに芦生演習林 の管理の課題 を示すことを
目的としている。そのために,ま ず,演 習林の利用申請書を分析することにより,利 用者数の推
移,季 節変化の動向を示 し,次 に,1992年 秋 と93年春および1995年 秋 に行 った実数調査 と利用申
請者数を比較することにより,年 間利用者数を推定する。さらに,同 時に行ったアンケー ト調査
結果を用いて,利 用内容の把握 と変化を考察するという方法をとった。
次の点が明らかになった。
1)一 般の利用申請率は,20～30%で あった。この結果を用いて利用者数 を推定す ると,年 間
2万 人以上が,芦 生演習林をレクリエーション利用 している。特 に,春 ・秋の休 日には,1日 に
500～600人 が利用 している。
2)生 態的な研究場所 として重要な上谷および三国峠の利用が増加 している。森林 の維持のた
めには,三 国峠に利用上の注意を示 した掲示物や入林届けボックスを設置 し,規 制内容 を利用者
に徹底することが必要である。
3)利 用者の高齢化,個 人や家族による利用が増加 しており,安 全 に森林 のレクリエーション
利用を行 うために,新 たな対策が求められる。
現状 と今後のさらなる利用の増加を考えると,森 林の保護 と一般利用の間に生 じる摩擦 につい
ては現段階で真剣に考慮 し,一 定の方向性を打ち出すことが必要である。
1.は じめ に 調査 対象 と方法
大都市においては,一 層の過密状態が進み,そ こに住む人々は精神的にリラックスで きる場所
を求めている。そのため,多 くの都市住民が周辺の森林地帯に入 り込み,場 合 によっては,山 村
住民と摩擦を起こした り,森 林生態系にダメージを与える事態に発展する場合があるt)。 本報告
の対象地である芦生演習林は,大 学の教育 ・研究施設として利用するという本来の目的 とともに,
地域に開かれた大学という視点からみれば,一 般の人々に森林について,実 感 しなが ら理解 を深
させる場 として重要な意味をもつと考えられる。 しか し,ひ とつ間違えば,一 般の人々の利用の
ために,森 林の状態が改変され,第 一義の 目的である教育 ・研究に支障をきたす可能性がある。
本報告は,森 林の一般利用の実態を把握 し,利 用者の動向を明らかにす るなかで,芦 生演習林の
管理の課題を明らかにしようとするものである。
芦生演習林は,京 都府内,由 良川の最上流にあたり,京 都市北方,滋 賀県,福 井県に境を接 し
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ている。公共交通機関は不便であ り,道 路条件 も悪かったため,長 い間京都の秘境 として登山客
や京大関係者が訪れるだけであった。面積は,約4,200haを 擁 し,そ の標高は355mか ら959mで あ
り,関 西北部地域の他の山間地と異ならない。しかし,芦 生は太平洋側の気候 と日本海側の気候
という両方の気候を有するために植物層が多様である。芦生演習林の大部分は冷温帯下部に当た
るが,こ の境界付近の代表的な種であるモミ ・ツガは出現するものの個体数は少 な く,こ れ らに
代 わって日本海側の針葉樹であるスギが現れる。このスギと落葉広葉樹であるブナ,シ デ,ク リ,
ケヤキなどが混 じり合う針広混交林が天然林の一般的な林相である。森林の状態 は,周 辺民有林
地帯で人工林が増加 している中で,芦 生演習林の地域は,人 工林化 されず に天然林が多 く残 され
ている。その結果,関 西周辺にはない季節変化に富んだ自然が面的な広が りをもって存在 してい
る。また,地 質は,丹 波帯と呼ばれる古 ・中生層を中心としなが ら,演 習林の中では中生代の砂
岩,泥 岩を基層とした硬いチャー ト層を含んでお り,崖 や滝を形成 している。そのため,変 化に
富む河川の姿を形作っており,芦 生の独特な自然景観を表している。
芦生演習林内に通 じる歩道はいくつかあるが,現 在多 くの人々が利用する入 り口は,美 山町内
より芦生集落まで自家用車などで到達 してそこから徒歩で入林す るルー トと滋賀県朽木村生杉集
落から地蔵峠 まで車で到達 して入林するルー トである。芦生演習林 を利用するには,利 用 申請を
することになっている。利用申請には2種 類あ り,実 習 ・研究の利用申請 と一般の利用申請であ
る。実習 ・研究の利用申請は,原 則的には事前に利用の申請を演習林本部 に行い,入 林口の鍵 を
受け取ることで車両による通行も可能である。また,芦 生演習林では,一 般社会人に森林の理解
を深めるとともに,地 元経済に協力するという観点から地元公共施設(町 営かじか荘,府 立青少
年 山の家)を 通 して演習林を利用する場合 も実習 ・研究の利用 とみなし,一 定のルールのもとで
林道のマイクロバスの通行と林内散策を認めている。一方,一 般の利用 申請は,演 習林事務所あ
るいは,事 務所構内,地 蔵峠入 り口にある利用申請ボックスにおいて申請することで入林を許可
している。
本報告では,第 一に演習林入林時の利用申請書を分析することにより,利 用者数の推移,季 節
変化を明らかにし,第 二 に,以 前行った調査2),a),a)と1995年11月3,4,5日 に行った入林者実数
調査 により,利 用実数と一般の利用申請者数を比較することにより年間利用者数 を推定す る。第
三に,1992年11月,1993年5月,1995年11月 に行った利用者に対するアンケー ト調査結果5)6)を
比較検討して,利 用内容の把握 と変化について明らかにする。
2.芦 生演 習林 の入林者 の推 移
森林のレクリエーション需要は増加傾向にある。芦生の場合には,第 一に地元集落の活動の活
発化,美 山町の観光による山村振興の推進,第 二に道路整備による京都市,大 阪市,神 戸市な ど
の関西都市圏からの時間距離の短縮から,以 前のように都市から離れた遠方という位置から大都
市周辺の山村地域へ と位置づけが変化 した。その結果,の ちに述べ るように芦生演習林に入林を
希望する人々の増加がみ られる。
先に述べたように利用申請には実習 ・研究の利用申請と一般の利用 申請があるが,実 習 ・研究
の利用申請の中には,町 関連宿泊施設を通しての利用申請 もあ り7),そ の中には一般の人々 を含
めた森林レクリエーションを目的とした利用があることをはじめに述べておかなければならない。
さて,統 計数字を表一1で みると,実 習 ・研究利用は,1985年 度から1990年 度まではi,000人 前
後か ら1,500人程度であったが,1991年 以降,増 加傾向を示すようにな り,特 に,1993年 度に2,620
人であった ものが,1994年 度は4,505人 で前年度比172%,1995年 度は5,937人で前年度比132%と 急
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表 一1芦 生 演 習 林 利 用 者 の 推 移
単 位:人,%
人 数 前 年 比
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激 な増大 を示 している。.この増大 の理由は,町 関連宿 泊施設 が実 施 してい る演 習林見 学 ッ アーの
増加に よる ものである。 このツアーは1990年 頃 よりは じまり,特 に この数年,そ の利 用者 数 を増
大 させて きた ものである。その利用 地域 は当初,由 良川本流 の軌 道敷 き跡 の歩道 を利 用 して いた
が,途 中か ら滋賀 県境 に近 い長治谷,上 谷,杉 尾 峠のルー トに変更 され,現 在 に至ってい る。
一方,一 般 の利用 申請による入林者数 は,そ の申請が利用者 の任意 にまか され てい るた め,利
用実数 との乖離が ある。その傾 向をみる と,1985年 度 か ら1988年 度 までは1千 数 百人 で あっ た も
のが,1989年 度以 降は増減 はある ものの,全 体 として増加傾向で推移 して きてい る。
1985年 度 の時点 では,統 計上 ではあるが,実 習 ・研 究 と一般 の利 用者 数 は,ほ ぼ同 じで あ り,
演習林 の第一 目的 である教育 ・研究利用 を主体 に考 え,一 般利用 は,本 来 の 目的に支 障 がな けれ
ば問題 な しという対応で もよか った。 しか し,1990年 度 には,1985年 度 に対 して利用者 が倍 増 し,
そのほ とん どが一般利用であ ったこと,さ らに1995年 度 には地 元協 力 とい う こ とか らは じまった
ツアーによる利用が3,713人 で総利用者数の39%を 占め るに至 っている ことな どか らわか るように,
利用 の中心が研究 ・教育利用か ら一般の レクリエ ーシ ョン利用 に変 わ って きてお り,こ の一般 の
利用者 をどの ようにコン トロー ルす るかが課題 となって きてい る。
さて,一 般 の利用 申請書では,利 用 目的(魚 つ り,ハ イキ ング,キ ャ ンプ,山 歩 き ・登 山,自
然観察,写 真撮影,そ の他),日 程,利 用地 区名,入 林 者 の住 所等 を記 入 す る ことに してお り,
これを集計す ることによ り,あ る程度利用者の輪郭が見えて くる。 まず,利 用 目的別 に利用 者数
の推移 をみ ると(表 一2),年 度 ごとに増減があ るものの,ハ イキ ングが1987年 度 に546人 であ っ
た ものが1995年 度 には1,247人 とほぼ2倍 以上 にな り,山 歩 き ・登 山は,1987年 度 に256人 であ った
が,1995年 度 には758人 とほぼ3倍 になってい る。魚釣 りや キャンプは,あ ま り伸 びて お らず,19
87年 度の水準で推 移 している。 また,自 然観 察は伸 びが認め られ る ものの,年 度 に よる増減 が激
しく,傾 向が定かでない。 この結果か ら,こ の間,明 確 な 目的(魚 釣 り,キ ャ ンプの よ うな)を
もった利用はあ ま り伸 びてお らず,そ れにひ きかえ,特 別な対象 物 を 目的 とす るので は ないハ イ
キングや山歩 き ・登 山の ような,森 林 を散策する とい う行為 そ の ものか ら精神 的 な リフ レ ッシュ
を得たい とい う利 用者 が増加 している と考え られる。
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表 一2芦 生 演 習 林 の 目的 別利 用 者 数 の推 移
単 位:人
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また,月 別の一般利用 者数について,1990年 度,1992年 度 と1995年 度 を比 較 して み る と(表 一
3),各 年度 とも共 通 して利用 が集 中す る月が,5月,8月,11月 であ り,こ の3ケ 月 間で,1990
年 度は全体 の52%,1992年 度 は45%,1995年 度 は53%を 占めてい る。 これ は,春5月 が 芽吹 きの
時期 に,秋11月 が紅葉 の季節 にあたるためであ り,夏8月 は長期休暇が とりやす いた めで あ ろ う。
年度 によって若干違 いが あ り,特 に1992年 度 は,ど ち らか とい えば,5月 に入林 者 が集 中 した の
に対 して,1990年 度 お よび1995年 度 は11月 に利用が集中 している。 また,8月 は長 期 にわ たっ て
分散 的な利用 であるのに対 して,5月 と11月 は,土 曜 ・休 日に利用 が集 中 して いるた め,林 内 の
オーバ ーユ ース とそれに ともなう森林の撹乱が起 こる可 能性が高 い。
また,入 林者 の居住地域 をみる と(表 一4),も っ とも多 い地域 は京都 市 であ り,1992年 度 は
表 一3一 般 利 用 者 の 月 別 変 動
単 位:人 数,%
1995年 度1992年 度1990年 度
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全体の36,8%,1995年 度 は32.8%を 占め
ている。次いで大阪府が両年度 と も29.3
%と 京都 市 の比率 に迫 っ て きて い る 。
また,兵 庫 県が1992年 度 には7.8%で あっ
た ものが,95年 度 には12.6%と 比率 を高
め,実 質人数 で は,226人 か ら464人 と
い うよ うに倍増 してい る。 なお,美 山
町内の利用 は1992年 度 には126人,1995
年度には110人 と逆 に減少 す る結果 を示
してお り,近 畿 圏以 外 のそ の他 の地域
も120人 か ら60人 と減少 してい る。 この
ように近畿 圏 内で利 用者 の広 が りはみ
られ る もの の,近 畿 圏外 か らの利 用 は
縮小傾 向が現れ てい る。
さらに,申 請 の記載 に よ り演 習林 内
の利用地域 をみ る と(表 一5),も っ
とも利 用 が集 中 してい るの は,芦 生 集
落 か ら由良川 本流 沿い に軌 道敷 を入 つ
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表 一5利 用 地 域 別 人 数
単 位:人,%
1995年 度1992年 度
利 用 地 域 人 数 比 率 人数 比 率
本 流下 部1,74247.21,46450.4
本 流 上 部3228.71314,5
内 杉591,62819.7
櫃 倉2045.51846.3
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人で全体の50,4%,1995年 度 に1,742人 で47.2%と
なってい る。 このルー トは,高 低差 が少 な く安全
に利用で きることがメ リッ トである。 次 に利 用者
が多いのは,1992年 度で は長治 谷作 業所 で385人
で13.3%で あ り,1995年 度 には275人 で7。5%と 数
値 と して減少 してい る。 これ に対 して,上 谷 は
1992年 度 には137人 で全体の4.4%で あ った ものが,
1995年 度 には292人,7.9%と な り,三 国峠 も,1992
年度 には137人 で4.7%で あ った ものが,1995年 度
には301人,8.2%と 急増 してい る。 これ につ い て
は後 に述べ る実 数調査 の結果 もふ まえ て分析 す る
ことにする。
次 に,実 数調査 の結果 をみ よう。 このデータは,
1992年11月,1993年5月,1995年11月とい う利 用
者が集中す る時期 の土,日,休 日につ い て,徒 歩
で演習林に入林 した利用者 の実数調査 を行 った結
果であ る(表 一6)。 調査方法 は芦生 演 習林 の主
要 な入 り口である演 習林事務所構内 に7時 か ら17
時 まで ビデオテープを設置 して入林状 況 を記録 す
るとともに,も う一つの主要 な入 り口 であ る地蔵
峠 において,同 日同時刻 に調査員が 方 向別の 交通
量調査 を行 った。なお,1995年11月3日 は装 置不
良 により,構 内の デー タが得 られ なか ったため,
95年11月3～5日 に調査 して得た他 の デー タ を用
いて構 内の入林者数 を推定 した。 また,申 請数 は,
先の一 般の利用 申請 に よ り得 られ た人 数で あ る。
入 り口別の利用者人数 をみ る と,地 蔵 峠 か らの入
林 は5割 以上 になることはな く,15%～45%程 度
の比率 を示 している(表 一6)。 しか し,92年 度,
93年 度には,ほ ぼ30%以 下で あった地 蔵 峠か らの
入林者 は,1995年 には,11月4,5日 と も30%を
越 え,次 第に増加 す る傾 向 が読 み とれ る。 また,
実数調査 の結果 と申請率の比較 をみ る と,申 請 率
は11.4%と 低い値 を示 す 日もあるが,お お むね20
～30%を 示 してお り,実 際の利用者数 は利用申請人数 の3～4倍 と推定で きる。 したが って,1995
年度の利用 申請人数 は3,687人 であ るか ら,実 際の利用者 数は12,000人 か ら15,000人 で あ る と推 定
で きる。 なお,こ の人数 は徒歩 による入林で利用 した人数 であ り,前 述 の実 習 ・研 究 の利 用 申請
によって車両で入林 した人数 は含 まれていない。
3.ア ン ケ ー ト調 査 に よ る入 林 者 の 動 向
















資 料:芦 生 演 習林 の 一般 入林 申請 書 お よ び利 用 実 態調 査
注:1)比 率 は地 蔵 峠 人 数/計 人 数
2)11月3日 の構 内 人 数 は推 定 値
3)申 請 率 は 申 請数/利 用 実 人 数
た 。1992年11月 お よび1993年5月 の調査 では,芦 生集落側は本流 部 の灰 野 と内杉林 道 と櫃倉 林 道
の分岐点で,滋 賀県側 は地蔵峠で行った。 また1995年11月 は,灰 野 で の調査 は行 わず,同 上 の林
道分岐点 と地蔵峠でそれぞれ帰途中の人にア ンケー ト調査 票 を渡 し,各 自記人す る形態で行 った。
アンケー トの 回収数 は,1992年11月 調査 が161通,1993年5月 調査 が377通,1995年11月 調 査が
173通 であった。
調査項 目は,利 用者 の住所,年 齢 な どの基礎情報,利 用 目的,利 用場 所.利 弔回数.芦 生の森
林 に対する イメージ,利 用申請 の有無,利 用方法,利 用者 の増加 などについてで あ る。
は じめに,ど の ような人々が利用 してい るか見 よう。 まず,利 用者 の居住 地域 であ る。 一 般の
利 用申請書 の結果で も示 したが,ア ンケー ト調査か らも同様 の結 果が 得 られ た。 す なわ ち,芦 生
演 習林 の利 用者は,京 都 市地域が もっ とも多 く,3回 の調査 にわたって,そ れぞ れ全体 の35.6%,
41.9%,36.4%と 高い比率 を示 してお り,あ ま り変動が ない。また,近 畿の也の府県 は10～2り%を
占めてお り,奈 良県が増加す るな ど県域内では広 が りがみ られ る。 なお,近 畿 鰯以 界は あ まV)
加 がみ られない(表 一7)。
次 に利用者 の年齢 階層 を見 ると,以 前,芦 生演習林 を レク リエ ー シ ョン租l」 して いた 入 たちの
主要 な 目的 は,渓 流つ り,登 山であ り,体 力 を要 する利用 であ った。 その ため,奪 齢層 と して若
年 に偏 る傾 向があった といえる。 アンケー ト調査 の結果 をみ ると,'92年11月 調査 で は,20歳 台 か
ら50歳 台 までほぼ均等 に利用 してい るとい う結果が得 られ たが,'93年5月 調査 では,40歳 台 が35,4
%と 他 の階層 か ら抜 け出てお り,20～30歳 台では減少傾向が現 れた。 さらに 噛95年i1月 調 査 εは,
40歳 台が31.6%,50歳 台が31.0%と なってお り,年 齢層の高齢化 の傾 向がみ られる(表 一8)。
次 に,利 用者 のグループの性 格 を見る。芦 生演 習林 を単独で利用 する 人は,'92年11月 調 査お よ
び'93年5月 調査で は7、4%で あ った ものが,'95年11月 調査では17.3%に 増加 した 、 しか し.一 般 的
に は複数人で利用す る人が多い。複数人で利 用す る人 にその構 成員の性格 を聞い た ところ,'92年
11月 調査 で は,友 人,居 住 ・仕 事場での仲 間,サ ークルなどが多かったが,95年5月,195年1J月
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調査 では,家 族単位 の利用が それ ぞれ41.2%,34.5%を 占めてお り,友 人の各 比率,30。0%,30.2
%よ り多 くなっている。 しだいに,集 団を作 って入林す るよ りも家 族 単位 で 利用 す る傾 向がみ ら
れる(表 一9)。
また,利 用 回数 と利用 し始 めた時期 については,調 査地点が若 干異 なって いる ため,一 概 にい
い きれ ないが,は じめて芦生演習林 にきた ものが,'92年11月 調査 では32.7%,'93年5月 調査 で は
41.4%に 達 しているのに対 して,'95年11月 調査では17.3%に 減少 した。一 方5回 以 上訪 れてい る
人は,'92年11月 調査で は39.7%,'93年5月 調査では26.8%で あったのに対 して'95年11月 調査では,
50.9%と なってお り,以 前 か ら多かったリピーターが さ らに増加 して いる こ とが 明 らか にな った
(表 一10)。
さらに,複 数回芦生演 習林 を訪問 している人 にいつか ら利用 してい るか質 問 した と ころ,11年
以上前か らが'93年5月 調査 では25.1%,'95年11月 調査 では32.1%で もっ とも多 く,次 いで3～5
年前が'93年5月 調査で は23.3%,'95年11月 調査では22.9%と なっている(表 一11)。 この こ とか
ら芦生演習林に は近年の 自然 保護,ア ウ トドアーブーム以前 か ら継続 的 に利 用 してい る メ ンバ ー
が存在 している とい える。
次に どの ように利用 しているか を見 よう。滞在 日数 と芦生以外 の観光 利用 で あ る。 芦 生演 習林
の利 用 日数 としては,'92年11月 調査 では56.5%,'93年5月 調査 では54.9%が 日帰 り利 用で あ り,
次いで1泊2日 利 用がそれぞれ23,0%,23.1%と なっていた。'95年11月 調査 の結 果で は,日 帰 り
が82.6%に 達 し,1泊2日 が10.5%と 減少 してい る。い ままで以上 に 日帰 り利用が増加 し,後 に述
べ るが時間的な制約 か ら利用す る地域 に も変化がみ られる(表 一12)。
また,芦 生以外 の場所 も観光 したか どうか質問 した ところ,芦 生 だけを目的 に した人 は,'92年
11月 には84,7%,'93年5月 には84.6%,'95年11月 には87.3%と 変 わ らず,他 の 地域 と含 めて観 光
利用 する ことは少 な く,芦 生単独 で 日帰 り利用する形態が一般 的になってい る と考 えられ る(表 一
13)o
次 に利用 目的 である。 この3回 の調査の中で大 きな傾 向 としては,ハ イ キ ング,動 植 物 観察 が
利用 目的の 中心 となってい る。 中で もハイキ ングの利用者 の割合が,'92年11月 には54.8%,'93年
5月 には50.0%で あ った ものが,'95年11月 には62.2%と なってお り,特 別 な 目的 を もたず,森 林
浴を楽 しみ に くる利用者が増加す る傾向がみ られる。キャ ンプは季節 に関係 してお り,'92年11月
と'95年11月 調査で は10%以 下で あるの に対 し,'93年5月 で は20.2%と なってお り,季 節 的 に利用
目的が若干異 なってい ると考 えられ る(表 一14)。
また,演 習林の利用場所 についてみ ると,も っとも利用頻度の高 いところ は,本 流 下流部であっ
たが,'95年11月 調査で は,本 流下流部の入 り口である灰野 において調査 を行 わな かっ たの で,比
率が下が ってい る。 この ような条件の違いはあるが,'95年11月 調査の結果 をみ る と,長 治谷,上
谷,三 国峠の利用の増加が著 しい。'92年11月 調査 の長治谷,上 谷,三 国峠の利用比率は,26.7%,
23.0%,5.2%,'93年5月調 査では,18.8%,11.2%,5.9%であった ものが,'95年11月 調査で はそ
れぞれ36.2%,36.8%,29.4%となってい る。 なかで も三国峠の利用者 の増加 は,朽 木村 か らの登
山道の整備 によるところが大 きい(表 一15)。 さらに,上 谷お よび長 治谷 へ の入林 は,地 蔵峠 か
らの入山方法が多 くの人 に知 られ るようになったこと,日 帰 り利用の増加な どが影響 している。
最後 に,演 習林の管理の問題に関 した質問について見 る。芦 生 の森 林 の管 理 を京都 大学 が行 っ
てい るとい うことは よ く認識 されている。各期 の調査 におい て,「 知 ってい る」 人 が,92.4%,
87.7%,96.5%と 高い比率 を示 している(表 一16)。 また,林 内での動植物 の採取 禁止,ゴ ミの持
ち帰 りなどについて聞いた ところ,動 植物 の採取 禁止 につ いて は,知 って いた入 が,そ れ ぞれ,
90.3%,78.2%、96.0%に なってお り,実 際 どの程度守 られているかは別 に して,よ く認識 され て
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いる(表 一17)。 また,ゴ ミの処理 については,出 した ゴミを 自分 で持 ち帰 った もの は,各 期調
査 それぞれ,94.0%,91.8%,96.4%と高 い比率 を占めてお り(表 一18),多 くの人 が入林 して い
るに もかか わ らず,ゴ ミの散乱が少 ない要因 となっている。
表 一7利 用 者 の 居 住 地 域 表 一8利 用 者 の 年 齢 階 層
単 位:人,%単 位;人,%
92/11調 査93/5調 査95/11調 査92/11調 査93/5調 査95/11調 査










資 料:芦 生 演 習 林 利 用 者 ア ン ケー ト調 査 資 料:芦 生 演 習 林 利 用 者 ア ンケ ー ト調 査
表 一9利 用 グ ルー プの 性 格 表 一10芦 生 演 習 林 へ の 利 用 回 数
単位:人,%単 位:人,%
92/11調 査93/5調 査95/11調 査92/11調 査93/5調 査95/11調 査




居 住 仲 間2416.341.242.94回 目149.0236.2105,8
仕 事 仲 間16io.s216.2139.45回 目以 上6239.79926.88850,9
サ ー クル5034.04112.12115.1計156100.0370100.0173100.0
そ の 他64,151.564.3資 料:芦 生 演 習 林 利 用 者 ア ンケ ー ト調 査
計147100.0340100.0139100.0
資 料:芦 生 演 習 林 利 用 者 ア ン ケー ト調 査
表 一11利 用 者 の 来 演 年 数 表 一12芦 生 演 習林 内 で の 滞 在 日数
単 位;人,%単 位:人,%
93/5調 査95/11調 査92/11調 査93/5調 査95/11調 査
一





11年 前 以 上5425,14532.15日 以 上00.030.800.〇 一
計215100.0140100計161100.0364100.0172100.0
資 料:芦 生 演 習 林 利 用 者 ア ン ケー ト調 査 資 料:芦 生 演 習 林 利 用 者 ア ンケ ー ト調 査
注:1992年11月 調 査 で は,こ の 項 目 は質 問 せ ず
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表 一13芦 生 以 外 の 観 光 利 用 表 一14利 用 目的
単位:人,%単 位:人,%
 92/11調 査93/5調 査95/11調 査92/11調 査93/5調 査95/11調 査
人数 比 率 人数 比 率 人 数 比 率 区 分 人 数 比 率 人 数 比 率 人 数 比 率
芦 生 の み11184.729684・614487・3キ ャ ン プ107.47520.z1810・5
他 に も観 光2015.35415.42112.7植 物 観 察4231.17921.24727.3一
計131100.0350100.0165100.0動 物 鳥 観 察2921.5338。92816.3
賓料:芦 生 演 習林 利用 者 ア ンケ ー ト調査 ハ イキ ング7454.818650.0107622
植 物 採 集53.7113.OlO.6
昆 虫 採 集10.761.600.0
表 一15芦 生林 内 の 利 用 場所 野 外 の 食 事107.44211.3179.9
単 位;人,%水 遊 び10.7164.310.6
-
92/11調 査93/5調 査95/11調 査 そ の 他2518.55615.12212.8
地域 人数 比 率 人数 比 率 人 数 比 率 回 答 数135100.0372100.0172100.0
本流 下 部3919.619858.2148.6資 料:芦 生 演 習 林 利 用 者 ア ン ケ ー ト調 査
本流 上 部31.54312.62213.5注:複 数 回答 あ り
内 杉4623.16117,92213.5
櫃 倉115.54513.22112.9
ブ ナ ノ キ10.5113.263.7表 一16京 都 大 学 に よ る演 習 林 の 管 理
下 谷157.5236.81811.0単 位:人,%
長 治 谷3618.164..5936,292/11調 査93/5調 査95/11調 査
上 谷3115.63811.26036,8人 数 比 率 人 数 比率 人 数 比 率
三 国 峠73.5205.94829.4知 っ て い た14692.432787,716796.5
構 内00.092.6-一 知 ら な い127.64612.363.5
扇谷 林 道 一 一113.4-一 計158100.0373100.0173100.0
そ の 他105.0308.8159.2資 料:芦 生 演 習 林 利 用 者 ア ンケ ー ト調 査
計199100.0340100.0163100.0
資 料:芦 生 演 習 林 利 用 者 ア ンケ ー ト調 査
表 一17動 植 物 採 取 禁 止 の 知 識 表 一18ゴ ミの 処理 方 法
単 位:人,%単 位:人,%
92/11調 査93/5調 査95/11調 査92/11調 査93/5調 査95/11調 査
人 数 比 率 人 数 比率 人 数 比 率 人数 比 率 人 数 比 率 人 数 比 率
知 って い た13990.329078.216696.0持 ち帰 った14294.032691.816196.4
知 ら な い159.78121.874.0燃 や し た00.061.710.6一
計154100.0371100.0173100.0山 に捨 て た00.010.310.6
資 料:芦 生 演 習 林 利 用 者 ア ンケ ー ト調 査 そ の 他96.0226,242.4
計151100.0355100.0167100.0
資 料:芦 生 演 習林 利 用 者 ア ン ケ ー ト調 査
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4.ま とめ 一今後 の芦生演 習林 の管 理 との 関連で 一
以上の調査結果から,今 後演習林の管理に関して,次 の問題が浮かび上がった。
利用申請率から芦生演習林の年間利用者数をみると,一 般の利用申請率 は実利用者数の20～30
%と 推定で きる。そこで,年 間利用者数は,一 般の利用申請数の3倍 か ら5倍 を掛 けた数値 に実
習 ・研究利用申請者数を足すことで推定できることが明らかになった。'93年から'95年の2年 間に,
一般の利用申請による利用者の増加はそれほど多 くないが,地 元宿泊施設 によるツアーは増大 し
てお り,こ れをプラスすると,年 間2万 人以上が芦生演習林 を利用 していることになる。特に,
芦生演習林の場合には土 ・日の利用が中心であり,ッ アーの多 くも土 ・日に集中 していることを
考えあわせると,多 い日には500～600人 が利用 していることになる。恒常的な利用者の増大 は研
究 を目的とする森林の保護によって大 きな問題となってきている。
加えて,新 たな変化 として,先 にも述べたツアー客の増加,年 齢層の高齢化 とそれにともなう
アクセスルー トの変更(芦 生から地蔵峠へ)お よび朽木村の観光開発による三国峠の利用者の増
加があげられる。これらのことは,演 習林の研究の場を確保 し続けられるかどうか とい う点で重
要な意味をもっている。生態学的な研究の場として上谷周辺は,芦 生の中ではもっともよく利用
されている。上谷周辺は,現 時点では歩道を中心にした利用となっているが,今 後ッアー客 が個
人客 として再度利用する際には,歩 道以外の研究対象地域にも入 りこむ可能性がある。 また,三
国峠からの入林者の増加に対 しては,演 習林の管理 としても三国峠に演習林利用上の注意や入林
の届けがで きるような施設を整備する必要がある。利用者の動向をみて もわかるように,芦 生の
レクリエーション利用の特徴は何度も同 じ場所 を繰 り返 し利用す るところであり,そ の点で利用
の規制内容を十分に徹底することが必要である。
さらに,利 用者の安全対策の問題がある。これまでも芦生演習林では,遭 難 ・事故などが発生
してきている。いままでの事故の場合,大 きなグループ等で入林 している場合が多 く,問 題が顕
在化することは少なかったが,利 用者が個人や家族などの小さなグループになってきていること,
年齢層が高齢化 していることを考えると,一 般利用者に対する安全対策を検討 してい く必要があ
る。
芦生演習林は,本 来教育 ・研究 目的に利用されてきた森林だが,こ れまで見て きたように近年
の利用形態の変化は,演 習林に新たな問題を生みだ している。 したがって,研 究の場 の確保のた
めには,一 般入林の総量規制も含め検討する段階に入っていると思われる。 また,規 制 をしない
方向を選択するならば,入 林方法,安 全対策や研究との棲み分けを図ることも必要である。いつ
れにしても芦生演習林の利用は今後さらに増加が予測 され,森 林の保護と一般利用の間に生 じる
摩擦について,現 段階で真剣に考慮 し,一 定の方向性を打ち出すことが必要である。
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                        Abstract 
 In this report, I am concerned with recreational use of the University Forest in Ashiu. 
Many people make use of in University Forest in Ashiu. And this paper is investigates 
the actual situation and users, and to demonstrate the points at issue for the management 
of University Forest in Ashiu. Firstly, by analyzing the utilization application documents, 
the condition of utilization and on change in utilization are evaluated. Secondly, the 
number of persons listed of utilization application documents and the number of users in 
autumn of 1992, spring of 1993 and autumn of 1995 are compared. Then, the user number 
per year was estimated. Thirdly, a content and variations of utilization are considered 
based on the result of a questionnaire survey. 
 In conclusion. 
1) The application rate for general utilization was  20-30%. From this, I estimated the 
user number to be more than 20,000 people per year in University Forest in Ashiu. Espec-
ially, there are  500-600 per day during spring and autumnal holidays. 
2) Kamitani and Mikuni-touge are used by many people. And Kamitani is an important 
ecology research site. For forest maintenance, it is necessary to establish a box for writ-
ing utilization application documents, and to focus attention on utilization at Mikuni-
touge. It is necessary for users to be understood the content of a control. 
3) As increased members of elderly persons, individuals, and families use the facility, it 
is difficult to maintain persons of safety. New safety measures is necessary.
